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１ 第６次総合計画で目指す

将来像における、都市整備の

進め方について 

【質問趣旨】 

 第６次総合計画で定める将

来像に向け、中期事業計画に

より各種事業を展開し、都市

整備については、都市マスタ

ープランにおいても多くの課

題とともに解決に向けた方向

性が示されている。2022 年に

期限の切れる生産緑地法の対

象農地については現在、農家

に対しヒヤリングがすすめら

れているが、過去の例からも

宅地化が進むものと考えられ

新たな課題も生じてくると考

える。どのような対応を考え

ているのか。 

 中心市街地では高齢化の進

行とともに、近年人口も減少

している状況にあり、さらに

は空き家・空き地も増加して

いる。また既存の市街地にお

いては公園・緑地が少ないな

ど課題が示されている。中心 

(1)生産緑地法の期限切れに

ともなう対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)中心市街地の再整備につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①2022年の生産緑地法の期限切れを踏まえ、現在、農家に対して行われているヒヤ 

リングはどのようなもので、状況はどうなっているのか伺う。 

 

②都市計画マスタープランには都市公園の適正配置として、既存の公園などの配置

や生産緑地のあり方を検証し、市民の利用を向上させる都市公園の設置や見直し

を行うとしているが，生産緑地の規制解除に対しどのような対応を考えているの

か見解を伺う。 

 

③過去の例からも生産緑地を解除した農地については、多くが宅地化されている。

現在でも豪雨時には雨水対策が必要な箇所も存在しており、期限切れを見据えた

対策の検討も進めていくべきと考えるが見解を伺う。 

 

①中心市街地の再整備については空き家問題の解決は不可欠である。本市における 

 空き家の状況は、給水台帳による水道の閉栓や利用状況から、市全体で 3000戸余 

 りあるが、中心市街地における空き家の状況は把握されているのか伺う。 

 

②空き家等の対策については、中心市街地の建物解体支援・空き家情報バンクの開 

 設や相談窓口を開設するなどの対策がとられ、解体支援の申し込みについては 

 年々増加している。しかし支援対象は空き家全体からすれば年間１％に満たない 

 状況であり、対策としての効果は心もとない。今後も増加が見込まれる中、さら 

 に対策に厚み持たせていく必要があると考えるが見解を伺う。 

 

③都市計画マスタープランでは、既成市街地は公園緑地が少ないことを課題として 

 あげ、街中に見られる低未利用地や空き地の活用により身近な広場や緑地空間を 

 確保すると方針が示されている。子育てや防災の観点からも、身近な公園緑地は 

 必要であるが、今後の具体的な対応は考えられているのか伺う。 
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市街地の再整備は、必須であ

り早急に具体的な対応をすべ

きと考える。都市再生特別法

の改正に伴い、都市交通マス

タープラン・公共交通網形成

計画や今後予定されている立

地適正化計画などにより、都

市機能の集積・再配置による

コンパクトなまちづくりが進

められようとしているが具体

的にどのように取り組んでい

くのか。また企業誘致をはじ

めとする地域経済の活性化を

図る上でも、広域的な道路網

である第３環状線・瀬戸東部

環状線・北部環状線の整備は、

不可欠であると考え本市の見

解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)広域交通網形成について 

 

 

 

 

④立地適正化計画の策定が予定されているが、この計画は都市全体を見渡したマス

タープランとして位置づけられている。どのように活用していくのか。また指針

のひとつには市街地の空洞化を防ぐとあるが、中心市街地の再整備についても盛

り込んでいくのか伺う。 

 

⑤中心市街地では狭隘道路の存在も大きな課題であるが、解体後の空き地を放置す

ればそのまま家が建ってしまい、再整備に向けたまちづくりを考える上では問題

である。再整備にあたっては、防災上の観点からも４メートルのセットバックを、

６メートルにするなど地区協定を設定する努力も必要ではないか見解を伺う。 

 

⑥中心市街地では、現状においても都市機能の集積地であり、コンパクトシティの 

 核となるべき地域でありながら、高齢化と空洞化が同時進行していることは市民 

 のニーズに応えられない地域となっているものだと考える。再整備に当たっては、 

 課題解決とともに小中一貫校の魅力を最大限に生かし、子育て世代が定住地とし 

 て移住したくなるようなまちづくり構想を考えていくべきはないかと考えるが見 

 解を伺う。 

 

①主要地方道瀬戸大府東海線については、現在、菱野橋の架け替え工事が行われて 

 いるが、何時完了するのか、また南進にあたって幡西町交差点において交差点改 

 良が不可欠であり、県とはどのような協議しているのか、今後どのように進めて 

 いくのか見解を伺う。 

 

②都市交通マスタープランにおいて外環状道路網の形成については、平成１９年に 

 策定された本市都市マスタープランで示されたものと変わりはなく、本市の将来 

を見据えた計画でありながら、長い間未着手のままである。東部環状線の北進・ 

環状北部線や第３環状線について現在どのような考えを持っているのか。それぞ 
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れ企業誘致や一体の企業団地の物流など周辺の情勢も変化し、道路の整備が待望 

されている。外環状道路網の形成については、企業誘致や定住化策を進めようと 

している今、最も必要な道路である。市の直轄事業ではないが、本市の都市基盤 

の根幹を成すものであり、国・県など関係機関に対し市長のリーダーシップのも 

と、より積極的な働き掛けが必要であると考え本市の見解を伺う。 

  

 


